
（安全ＰＴ第１０回会合（１７．７．６） 資料１０－４「犯罪に対する科学技術」より）

（安全ＰＴ第１２回会合（１７．８．１８） 資料１２－４「情報セキュリティ関連分野の今後の方向」より）
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（参考）

分 野＊ 重要な研究開発課題例（たたき台）

ライフサイエンス 食料の安定供給

医療安全への対応

エネルギー 原子力、水素エネルギー等の安全対策及び社会的受容性の向
上に必要な研究

ものづくり技術 社会資本財の高度信頼性及び安全・安心を支える基準作りに
資する技術

高度信頼性補償技術

環 境 地球温暖化の自然環境・人間社会への影響評価研究、地球温
暖化に対する抑制・適応政策研究

化学物質のリスク評価・管理・削減

健全な水循環と持続可能な水利用の実現

３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）技術、循環型社
会形成を推進するシステム的研究

ナノテクノロジー・
材料

環境、エネルギーなどの社会問題解決と健康医療への貢献や
国民への安心・安全の提供を出口として推進

ナノテクノロジーの社会的影響や標準化のための研究開発を
推進

＊ 分野とは、本表中では「安全に資する科学技術推進プロジェクトチーム」第２期シリーズまでの討議のなかで、

下記の視点から検討対象とした分野以外のものを示す。

① 近年の急激な情勢変化を踏まえ、緊要性が高いと考えられる分野

② 科学技術による対策の観点から、これまで必ずしも十分な注力がなされてこなかった分野
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現状認識
安全・安心については、ニーズ志向で、成果目標の明確化とその着実な目標達成が重要であり、特に、技

術開発の期間短縮・早期実用化・制度化が求められる。このため、安全に資する科学技術の推進にあたって

は、個人・社会ニーズと技術シーズを効率的に結び付け、現場に役立つ技術を開発・実用化することが重要

であり、効果的な研究開発の組織・制度を構築する必要がある。

○ 横断的な問題解決を円滑に行える体制の構築 （産学官・府省連携強化）

○ 主体となる研究開発拠点の整備・拡充 （感染症・テロ対策関連施設・設備など）

○ 国際協力・ネットワークの活用方策 （米国、欧州、アジア諸国など）

○ 横断的な問題解決を円滑に行える体制の構築 （産学官・府省連携強化）

○ 主体となる研究開発拠点の整備・拡充 （感染症・テロ対策関連施設・設備など）

○ 国際協力・ネットワークの活用方策 （米国、欧州、アジア諸国など）

基本的考え方

戦略的に、

早期実用化・制度化に向けた

取組を重視

技術シーズ
企業・大学・研究機関

国民・社会ニーズ

基礎研究 マッチングマッチング
応用研究
技術開発

実用化開発

民間技術力
安全技術・汎用技術

国民・社会ニーズ 安全確保に関わる
現場活動に役立つ

技術開発・実用化を促進

導入活用 成果還元
技術
サイクル

現状認識
安全・安心については、ニーズ志向で、成果目標の明確化とその着実な目標達成が重要であり、特に、技

術開発の期間短縮・早期実用化・制度化が求められる。このため、安全に資する科学技術の推進にあたって

は、個人・社会ニーズと技術シーズを効率的に結び付け、現場に役立つ技術を開発・実用化することが重要

であり、効果的な研究開発の組織・制度を構築する必要がある。

○ 横断的な問題解決を円滑に行える体制の構築 （産学官・府省連携強化）

○ 主体となる研究開発拠点の整備・拡充 （感染症・テロ対策関連施設・設備など）

○ 国際協力・ネットワークの活用方策 （米国、欧州、アジア諸国など）

○ 横断的な問題解決を円滑に行える体制の構築 （産学官・府省連携強化）

○ 主体となる研究開発拠点の整備・拡充 （感染症・テロ対策関連施設・設備など）

○ 国際協力・ネットワークの活用方策 （米国、欧州、アジア諸国など）

基本的考え方

戦略的に、

早期実用化・制度化に向けた

取組を重視

技術シーズ
企業・大学・研究機関

国民・社会ニーズ

基礎研究 マッチングマッチング
応用研究
技術開発

実用化開発

民間技術力
安全技術・汎用技術

国民・社会ニーズ 安全確保に関わる
現場活動に役立つ

技術開発・実用化を促進

導入活用 成果還元
技術
サイクル

○ 横断的な問題解決を円滑に行える体制の構築 （産学官・府省連携強化）

○ 主体となる研究開発拠点の整備・拡充 （感染症・テロ対策関連施設・設備など）

○ 国際協力・ネットワークの活用方策 （米国、欧州、アジア諸国など）

○ 横断的な問題解決を円滑に行える体制の構築 （産学官・府省連携強化）

○ 主体となる研究開発拠点の整備・拡充 （感染症・テロ対策関連施設・設備など）

○ 国際協力・ネットワークの活用方策 （米国、欧州、アジア諸国など）

基本的考え方

戦略的に、

早期実用化・制度化に向けた

取組を重視

技術シーズ
企業・大学・研究機関

国民・社会ニーズ

基礎研究 マッチングマッチング
応用研究
技術開発

実用化開発

民間技術力
安全技術・汎用技術

国民・社会ニーズ 安全確保に関わる
現場活動に役立つ

技術開発・実用化を促進

導入活用 成果還元
技術
サイクル

実施上の問題点の例

国民・社会ニーズ国民・社会ニーズ 技術シーズ技術シーズ

現場（ユーザー）が、装備資材の機能・性能を最大限に発揮させ、
国民・社会の安全を確保

現場に役立つ装備資材の
技術開発・実用化

結び付け
（マッチング）

①現場ニーズについて、どのように
掌握するか。

②掌握したニーズについて、どのよ
うな成果目標を設定するか。

③成果目標について、府省間で、ど
のように共有するか。

④成果目標の評価はどうするか。

⑧ 主体となる研究拠点の整備拡充
について、どう促進するか。

⑨ 早期実用化し、現場普及につい
て、如何に促進するか。

⑩ 装備資材の仕様・規格の共通化
を如何に確保するか。

⑥ 広範多岐にわたる技術シーズに
ついて、如何に整理・体系化し、
速やかにアクセスさせるか。

⑦ 守秘義務に対する認識を如何に
徹底させるか。

⑤ 実効ある仕組みの構築

フィードバック

実施上の問題点の例

国民・社会ニーズ国民・社会ニーズ 技術シーズ技術シーズ国民・社会ニーズ国民・社会ニーズ 技術シーズ技術シーズ

現場（ユーザー）が、装備資材の機能・性能を最大限に発揮させ、
国民・社会の安全を確保

現場に役立つ装備資材の
技術開発・実用化

結び付け
（マッチング）

①現場ニーズについて、どのように
掌握するか。

②掌握したニーズについて、どのよ
うな成果目標を設定するか。

③成果目標について、府省間で、ど
のように共有するか。

④成果目標の評価はどうするか。

⑧ 主体となる研究拠点の整備拡充
について、どう促進するか。

⑨ 早期実用化し、現場普及につい
て、如何に促進するか。

⑩ 装備資材の仕様・規格の共通化
を如何に確保するか。

⑥ 広範多岐にわたる技術シーズに
ついて、如何に整理・体系化し、
速やかにアクセスさせるか。

⑦ 守秘義務に対する認識を如何に
徹底させるか。

⑤ 実効ある仕組みの構築

フィードバック
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安全安心研究ユニットの活動（抄）

「シーズとニーズのマッチングに関する研究」

（平成17年度着手）

（（独）科学技術振興機構 社会技術研究開発センター）

関係省庁

大学、研究機関大学、研究機関
安全・安心に係る
公的機関・事業者

安全・安心に係る
公的機関・事業者

安全・安心研究センター安全・安心研究センター

研究者

Ａ大学

研究者

Ｂ研究所

ニーズ実現に必要な技術
スペックを分析・整理・総合化

関連専門家 ・・・・・

連
携

革新技術の応用可能性を
分析・整理・総合化

革新技術の発掘

ニーズ側への打診

ニーズ情報

ニーズ情報

ニーズ情報

革新技術の情報

革新技術の情報

革新技術の情報

「・・・・・が
できないか」

「こんな技術あるけど
何かに使えないか」 関係事業者

関係省庁

大学、研究機関大学、研究機関 安全・安心に係る
公的機関・事業者

安全・安心に係る
公的機関・事業者

安全・安心研究センター安全安心研究ユニット

研究者

Ａ大学

研究者

Ｂ研究所

研究者

Ｂ研究所

ニーズ実現に必要な技術
スペックを分析・整理・総合化

関連専門家 ・・・・・

連
携

革新技術の応用可能性を
分析・整理・総合化

革新技術の発掘

ニーズ側への打診

ニーズ情報

ニーズ情報

ニーズ情報

革新技術の情報

革新技術の情報

革新技術の情報

「・・・・・が
できないか」

「こんな技術あるけど
何かに使えないか」 関係事業者

関係省庁

大学、研究機関大学、研究機関
安全・安心に係る
公的機関・事業者

安全・安心に係る
公的機関・事業者

安全・安心研究センター安全・安心研究センター

研究者

Ａ大学

研究者

Ｂ研究所

研究者

Ｂ研究所

ニーズ実現に必要な技術
スペックを分析・整理・総合化

関連専門家 ・・・・・

連
携

革新技術の応用可能性を
分析・整理・総合化

革新技術の発掘

ニーズ側への打診

ニーズ情報

ニーズ情報

ニーズ情報

革新技術の情報

革新技術の情報

革新技術の情報

「・・・・・が
できないか」

「こんな技術あるけど
何かに使えないか」 関係事業者

関係省庁

大学、研究機関大学、研究機関 安全・安心に係る
公的機関・事業者

安全・安心に係る
公的機関・事業者

安全・安心研究センター安全安心研究ユニット

研究者

Ａ大学

研究者

Ｂ研究所

研究者

Ｂ研究所

ニーズ実現に必要な技術
スペックを分析・整理・総合化

関連専門家 ・・・・・

連
携

革新技術の応用可能性を
分析・整理・総合化

革新技術の発掘

ニーズ側への打診

ニーズ情報

ニーズ情報

ニーズ情報

革新技術の情報

革新技術の情報

革新技術の情報

「・・・・・が
できないか」

「こんな技術あるけど
何かに使えないか」 関係事業者

安全安心に関わる技術シーズと、

行政ニーズのマッチングを行い、

両者の対応付けに基づいて行政を

支援する方法論を構築する。

（（独）科学技術振興機構資料より）

「大学発事業創出実用化研究開発事業」

（平成14年度着手）
（（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ））

企業のニーズと大学のシーズをマッチング

産学連携による実用化開発を支援

研究分野の要件は、科学技術基本計画にお

いて示された重点化指針等に対応した、新

たな産業・雇用創出に資する技術課題で

あって、以下の８分野＊１

＊１： （「ライフサイエンス」、「情報通信」、「環境」、「ナノ

テクノロジー・材料」、「エネルギー」、「製造技術」、「社

会基盤」、「フロンティア」） （但し、ヒトクローン、経済産

業省所管以外の技術開発及び原子力に関する技術開発を除く） 。

（ＮＥＤＯ資料より）
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理化学研究所（シーズ側）の一般向け公開の場で
税関関係者（ニーズ側）により、

技術の新しい応用の可能性が示唆される。

研究者の個人的つながりにより
科警研との共同研究がスタート

ニーズと技術シーズのマッチングの実例

犯罪・テロ防止に資する先端科学技術研究（認証・センサー技術等）
『違法薬物・危険物質の非開披探知装置の開発』

税関・郵便局等における要請
• 封書等の内包物の非破壊・非開披診断
• 麻薬、覚せい剤、爆薬、生物剤の検出
• 大量・多様な対象物への対応

国家的な要請
• 麻薬、覚せい剤等のまん延の阻止
• 爆薬、生物剤の探知による安全の確保
• 「安全な国・日本」の構築
• 「安全・安心」に関わる国際的取り組み

理化学研究所の

テラヘルツ波診断技術
• テラヘルツ波の物質透過性
• 指紋スペクトルによる物質の特定
• 郵便物の透視診断技術
• テラヘルツ分光イメージング技術

麻薬 アスピリン 覚せい剤
（ＭＤＭＡ）

安全!!

禁止薬物

禁止薬物

各物質の抽出に成功

世界に先駆けて、
テラヘルツ波による
禁止薬物検知に成功

世界に先駆けて、
テラヘルツ波による
禁止薬物検知に成功

ニーズ 技術シーズ

「２段階分光検査装置」

文部科学省の
コーディネートにより
産官学の研究チーム発足

平成16年より
振興調整費の

研究プロジェクトとして
本格的に展開中

（文部科学省作成）
検査機イメージ

（安全ＰＴ第３回会合（１７．２．４） 資料３－２「警察庁における『安全に資する科学技術』について」より）
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文部科学省 （科学技術振興調整費（新興分野人材育成））

「高度リスクマネジメント技術者育成ユニット」

（横浜国立大学）

（平成１６年度～平成２０年度）

リスクマネジメントの手法を的確に総合的に適用できる

意志決定能力を有し、かつマネジメントシステムの企画

立案・計画策定・事後評価の中核を担う人材を育成する

ための、大学院レベルの教育プログラムを発足。

・自然科学と人文・社会科学を融合させた新しい安全科

学の考え方と方法論に重点を置いたカリキュラム編成

・安心・安全に関わる具体的な課題を取り上げた

リスクコミュニケーションワークショップ

安心・安全の科学研究教育センターを拠点として開設

「安全・安心な社会を実現する科学技術人材養成」

（東京大学）

（平成１５年度～平成１９年度）

産・官・学、メディア、NPO/NGOにおいて安全安心に

関連する業務に携わる者などに対する専門的教育

（具体的なプログラム内容例）

・科学技術と安全・安心、安全保障論、ジャーナリズム

分野の専門家による特別講義

・安全・安心を実現するための政策立案演習

文系、理系を問わない「安全・安心」に関する学問分野

の融合領域を、「安全・安心学」として新たに構築し、

体系化。

（文部科学省作成）

18


